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１.復興祈念公園に関する検討経緯                                         

○平成23年度に関係機関及び被災３県を構成員とする「東日本大震災復興祈念公園検
討会議」を設置 

   ■「東日本大震災復興祈念公園検討会議」構成メンバー 

・国土交通大臣政務官（座長）  ・国土交通省都市局長 
・復興庁統括官         ・岩手県・宮城県・福島県副知事 

○あわせて、震災復興祈念公園の意義、担うべき役割、基本的な理念等に関する技術
的な側面から検討するため、有識者を構成員とする「震災復興祈念公園基本構想検
討会」を設置 

 ■「震災復興祈念公園基本構想検討会」構成メンバー（敬称略 五十音順） 
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１.復興祈念公園に関する検討経緯                                         
  
 ○震災復興祈念公園の役割 
  ・「追悼・鎮魂」と「震災の記録・教訓の伝承」は、あらゆる機会を通じ、  
   あらゆる場面で、あらゆる主体により行われるもの。 

  ・その中で震災復興祈念公園には、以下の役割が求められる。 

＊追悼と鎮魂の場 
＊記録・教訓の伝承の機能 
＊地域の復興のビジョンや新たなコミュニティのあり方を示す場 

 ○国と地方の役割分担 
  ・震災復興祈念公園は、原則として地方公共団体において整備するもの。 

  ・国は震災復興交付金等により支援。 

  ・他方、一の地域を越え、広域にわたり甚大な被害が生じた未曾有の大災害 
   であることから、以下のような役割が国にも求められる。 

       ＊全ての犠牲者への追悼と鎮魂 
       ＊日本の再生に向けた復興への強い意志を国内外に向けて明確に示すこと   
       ＊震災からの復興を成し遂げた地域のすがたを示すこと 

・こうした役割と関連の深い震災復興祈念公園については、国と地域が連携
して検討を進めることが必要。 
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出典：東日本大震災に係る鎮魂及び復興の象徴となる都市公園のあり方検討業務 
（H24.3 国土交通省） 



１.復興祈念公園に関する検討経緯                                         
 

 ○国と地方が連携して検討する震災復興祈念公園のあり方 

 ・国と地方が連携して検討する震災復興祈念公園は、以下の要件を基本とする。 

 
  立地：地域の発意を踏まえつつ、被災の全容を象徴しているなど、 
     国民全体で追悼と鎮魂に思いを寄せ、後世に伝承することが 
     ふさわしい場所に立地することが望ましい。 
 

  機能：①失われた全ての命に対する追悼と鎮魂の場の設置 

     ②復興への意志を国内外に宣言するとともに、復興後の我が 
         国の姿を想起させるなど、復興を祈念する場の設置 

     ③被災の実情とその教訓を広く国内外に伝え、後世に伝承す 
      る場の設置 
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出典：東日本大震災に係る鎮魂及び復興の象徴となる都市公園のあり方検討業務 
（H24.3 国土交通省） 



２.被災３県における復興祈念公園の検討                                         

○岩手県（高田松原津波復興祈念公園） 
 ・高田松原地区震災復興祈念公園のあり方に関する提言 平成２５年３月 

 ・高田松原津波復興祈念公園基本構想 平成２６年６月 

 ・高田松原津波復興祈念公園基本計画 平成２７年８月 

 ・現在、高田松原津波復興祈念公園基本設計を検討中 
 

○宮城県（石巻市南浜地区復興祈念公園（仮称）） 
 ・石巻市南浜地区復興祈念公園（仮称）基本構想 平成２６年３月 

 ・石巻市南浜地区復興祈念公園（仮称）基本計画 平成２７年８月 

 ・現在、石巻市南浜地区復興祈念公園（仮称）基本設計を検討中 
 

○福島県 

 ・福島県においては、津波被災地の復旧・復興事業が進むとともに、原子力被災市町村の避難指示解除の動きも出てきたこと  

  から、平成２６年度より公園候補地の検討を進め、平成２７年４月に候補地を決定。 

 ・平成２７年度は、復興祈念公園のあり方 （基本構想への県提言）を検討予定。 

 

■被災３県における検討 
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